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表
紙
の
こ
と
ば

表
紙
の
店
舗
は
、
日
本
銀
行
盛
岡
事
務
所
が
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
日
に
駐
在
員
事
務
所
と

し
て
開
設
し
た
際
に
入
居
し
た
、
岩
手
殖
産
銀
行
（
現

在
の
岩
手
銀
行
）
本
店
の
建
物
で
す
。

こ
の
建
物
は
、
日
本
銀
行
の
技
師
時
代
に
師
弟
関
係

に
あ
っ
た
辰
野
金
吾
と
葛か

西さ
い

萬ま
ん

司じ

（
盛
岡
出
身
）
の
共

同
事
務
所
の
設
計
で
、
中
の
橋
が
架
か
る
中
津
川
の
畔

ほ
と
り

に
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
盛
岡
銀
行
本
店
と

し
て
竣
工
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
盛
岡
で
学
生
時
代
を

過
ご
し
た
宮
沢
賢
治
は
「
川
と
銀
行
木
の
み
ど
り
、
ま

ち
は
し
づ
か
に
た
そ
が
る
ゝ
」
と
荘
厳
な
銀
行
建
築
を

好
ん
で
詩
に
つ
づ
り
ま
し
た
。
こ
の
建
物
が
後
に
岩
手

殖
産
銀
行
に
受
け
継
が
れ
ま
す
。

赤
レ
ン
ガ
の
外
壁
は
、
事
務
所
開
設
当
時
は
白
く
塗

装
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

に
元
の
姿
に
戻
さ
れ
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
は
、

現
役
の
銀
行
建
物
と
し
て
初
め
て
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
後
に
は
銀
行
店
舗

と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
四
年
に
わ
た
る
修
復
工
事
を

経
て
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
か
ら
は
「
岩
手

銀
行
赤
レ
ン
ガ
館
」
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
設
八
〇
周
年
を
迎
え
た
盛
岡
事
務
所
は
、
こ
れ
か

ら
も
県
民
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
岩
手
県
経
済
の
発

展
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

裏
表
紙
の
写
真
は
、
岩
手
銀
行
所
蔵
の
も
の
で
す
。
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